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会 議 次 第 

 

１．開会 

２．協議事項 

（１）「（仮称）第７次川西市障がい者福祉計画」の策定について 

（２）「（仮称）第７次川西市障がい者福祉計画」の策定にかかる 

ワークショップの実施について 

３．その他 

４．閉会 

会 議 結 果 別紙のとおり 
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開 会（午後２時００分） 
 
ただ今から「平成２９年度第２回川西市障害者施策推進協議会」を開会 

いたします。まず、委員の出欠をご報告いたします。 
ただいまの出席委員は１５名でございます。福島委員、宮坂委員、上霜

委員につきましては、追ってお見えになるものと思っております。 
それでは、本日の「協議事項」に移ります。まず、第１項目めの「『（仮 
称）第７次川西市障がい者福祉計画』の策定について」であります。事務

局の説明を求めます。  
 
 説明に先立ちまして、資料の確認をさせていただきます。机上に「資料

１－１『（仮称）第７次川西市障がい者福祉計画」策定の基本的な考え方に

ついて』という２枚ものの資料、「資料１－２ 障害者総合支援法・児童福

祉法の改正について」というこちらも２枚ものの資料、「資料２『（仮称）

第７次川西市障がい者福祉計画』策定にかかるワークショップの実施につ

いて（案）」という３枚ものの資料をお配りしております。資料は事前に送

付させていただいておりましたが、一部修正がございましたので、机上に

お配りした資料をご参照いただきますようお願いいたします。 
それでは、説明に入らせていただきます。「資料１－１」をご覧ください。 
 第７次障がい者福祉計画の策定に当たりまして、基本的な考え方を事務

局として整理いたしましたので、ご説明させていただきます。 
 まず、「１．基本理念について」です。 
 現在の第６次計画では、「障がい者一人ひとりの誇りあるまちづくり」を

基本理念と定め、その実現をめざし、三つの基本目標を柱に、各施策の展

開を図っております。 
 今般策定いたします次期第７次計画では、この計画が中長期的な視点に

立った障がい者施策の基本計画としての位置づけを明確にするため、計画

期間を６年間に延長することを踏まえまして、基本理念の見直しを行いた

いと考えております。 
見直しに当たりましては、政策形成過程への市民の参画と協働を進める

観点から、市民ワークショップの手法により、計画全体の方向性を定めて

いただきたいと考えております。 
ワークショップの実施方法などにつきましては、後ほど、「協議事項２」

で詳しくご説明させていただきます。 
次に、「２．計画の背景」です。 
現在の計画期間中の法改正等の状況でございますが、平成２８年４月１
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日に障害者差別解消法が全面施行され、同年８月１日には、改正発達障害

者支援法が施行されております。 
また、本年５月２６日には、地域包括ケアシステムの強化のための介護

保険法等の一部改正法が成立しており、来年４月１日には、この改正法の

内容も含む、改正障害者総合支援法と改正児童福祉法が施行されることに

なっております。 
第７次計画では、これら法改正の内容を踏まえて策定していく必要がご

ざいます。障害者総合支援法と児童福祉法の主な改正内容につきましては、

後ほど、ご説明いたします。 
次に、「３．計画の策定方針について」でございます。 
第７次計画は、次のような方針に基づいて策定したいと考えております。 
１点目、計画は、障害者基本法に基づく障害者計画、障害者総合支援法

に基づく障害福祉計画、児童福祉法に基づく障害児福祉計画を一体的に策

定いたします。 
２点目、市民ワークショップを通じて定めた計画全体の方向性を示す基

本理念に即して、国の定める「障害者基本計画」や県の定める「ひょうご

障害者福祉計画」との整合を図りつつ、アンケートで把握した障がい者の

現状や課題、ニーズを踏まえた基本目標を設定いたします。 
３点目、現行計画の達成状況やアンケートの分析結果を踏まえ、重点的

に取り組む「重点施策」を設定いたします。 
４点目、かねて本協議会におきましても、計画の評価方法が明確でない

といったご意見を頂いておりましたことを踏まえまして、計画の達成状況

を評価することができるよう、評価指標を設けてまいります。 
５点目、各サービスの見込量につきましては、的確な現状把握に基づき、

アンケートにより把握した潜在的なニーズも踏まえ、算出してまいります。 
６点目、参画と協働のまちづくりの観点を踏まえ、市民、事業者、NPO、
当事者、市など、関係者ごとの役割を明らかにいたします。 
７点目、本市の最も上位の計画である「第５次川西市総合計画」の後期

基本計画のほか、地域福祉、高齢者福祉、児童福祉など関連する計画との

調和を図ってまいります。 
８点目、計画書は、ユニバーサルデザインの原則に基づき、誰もが読み

やすい計画書となるよう努めてまいります。 
２枚目をご覧ください。「４．計画書の構成案」でございます。 
左側が、現行の第６次計画の構成、右側が、現時点での第７次計画の構

成案でございます。下線を付した部分は変更を予定している箇所でござい

ます。 
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主な変更点といたしましては、第２章につきまして、先ほど基本方針で

もご説明いたしましたように、的確な現状把握に基づく計画策定を行う観

点から、「現行計画の進捗状況と成果」や「障害福祉サービス等の利用状況」

について新たに記載するとともに、ワークショップの実施概要を記載いた

します。 
また、第３章では、「計画の推進体制」という１項を追加し、計画の進捗

に関する評価の方法や、関係者ごとの役割分担などについて記載いたしま

す。 
 第４章では、基本理念に即して定める基本目標にそって、計画に位置づ

ける施策の内容を記載いたします。基本目標は、市民ワークショップで話

し合われた基本理念を踏まえ、今後検討してまいります。 
 第５章は、平成３０年度から３２年度までの３年間を計画期間とする第

５期障がい福祉計画の内容を記載いたしますけれども、第６次計画で記載

していました計画の基本的な考え方や計画期間につきましては、三つの計

画を一体的に策定するという基本方針を踏まえまして、第１章でまとめて

記載することといたします。 
 また、第６章は、新たに策定する第１期障がい児福祉計画の内容を記載

いたします。 
 以上が、事務局として整理いたしました、第７次計画策定に当たっての

基本的な考え方でございます。 
 
 次に、「資料１－２」をご覧ください。 
 障害者総合支援法及び児童福祉法の主な改正内容でございます。 
 まず、障害者総合支援法では、１点目といたしまして、自立生活援助の

創設がございます。これは、施設入所支援又は共同生活援助を利用してい

た者等を対象として、居宅における自立した日常生活を営む上での問題に

ついて、一定の期間にわたり、定期的な巡回又は随時通報を受け、当該障

がい者からの相談に応じ、必要な情報提供や助言等の援助を行うサービス

を新設するというものです。 
２点目としましては、就労定着支援の創設です。これは、就労移行支援

等を利用して通常の事業所に新たに雇用された者について、一定の期間に

わたり、当該事業所での就労の継続を図るために必要な事業主、障害福祉

サービス事業者、医療機関等との連絡調整等の支援を行うサービスを新設

するものです。 
３点目といたしましては、重度訪問介護の訪問先の拡大でございます。

日常的に重度訪問介護を利用している最重度の障がい者であって、医療機
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関に入院した者について、入院中の医療機関において一定の支援を受ける

ことができるようにするというものです。 
４点目は、高額障害福祉サービス等給付費の支給対象の拡大です。これ

は、障害福祉サービスから介護保険サービスに移行するに当たって、新た

に利用者負担が生じることへの対応として、６５歳に至るまで相当の長期

間にわたり一定の障害福祉サービスを利用してきた者であって、引き続き

障害福祉サービスに相当する介護保険サービスを利用する場合に、所得の

状況や障がいの程度等の事情を勘案し、当該介護保険サービスの利用者負

担を軽減（償還）する仕組みを設けるというものです。 
５点目の補装具費の支給範囲の拡大（貸与の追加）は、成長に伴って短

期間での交換が必要となる障がい児や、障がいの進行により短期間の利用

が想定される場合など、「購入」より「貸与」の方が適切と考えられる場合

に限り、「貸与」の活用を可能とするものでございます。 
６点目は、共生型サービスの創設です。これは、障害福祉サービスから

介護保険サービスに移行する場合に、これまで利用していた障害福祉サー

ビス事業所とは別の介護保険事業所を利用しなければならない場合がある

といった問題への対応として、高齢者と障がい者（児）が同一の事業所で

サービスを受けやすくするため、介護保険と障がい福祉両方の制度に、新

たに共生型サービスを位置づけるというものでございます。 
次に、児童福祉法の主な改正内容でございます。 
 １点目は、居宅訪問型児童発達支援の創設です。これは、重度の障がい

等により、障害児通所支援を利用するために外出することが著しく困難な

者について、居宅を訪問し、日常生活における基本的な動作の指導等の支

援を行うサービスを新設するというものでございます。 
 ２点目は、保育所等訪問支援の支援対象拡大で、乳児院や児童養護施設

に入所している障がい児を対象者として追加するものです。 
３点目は、医療的ケアを要する障がい児に対する支援です。これは、人

工呼吸器や胃ろう等を使用し、たんの吸引や経管栄養などの医療的なケア

が必要な障がい児が、適切な保健、医療、福祉等の支援を受けられるよう、

自治体において、これらの支援を行う機関との連携促進に努めなければな

らないことが規定されたものでございます。 
４点目は、障害児福祉計画の作成です。すでにご説明しておりますとお

り、厚生労働大臣は、障害児通所支援等の円滑な実施を確保するための基

本的な指針を定め、市町村及び都道府県は、当該指針に即して、障害児通

所支援等の種類ごとの必要な量の見込みや提供体制の確保に係る目標等を

定める障害児福祉計画を新たに策定することとされたものでございます。 
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なお、これらの改正は、平成３０年４月１日に施行されますが、児童福

祉法の改正内容のうち、医療的ケアを要する障がい児に対する支援に関す

る項目は、平成２８年６月３日に施行されております。 
 以上で、「（仮称）第７次川西市障がい者福祉計画」の策定についてのご

説明とさせていただきます。 
 よろしくご協議くださいますようお願いいたします。 
 
ただいまの説明につきまして、みなさんの方で、ご意見、ご質疑がござ

いましたらお願いします。 
 
 児童福祉法関係のところの（１）日常生活における基本的動作の指導等

の支援を行うサービスとは、ＯＴ、ＳＴ、ＰＴを含んでいるのでしょうか。

現在、市の中でも社協の方にお願いしている部分があるんですけれども、

人数が足りなくて回っていない状態で、順番も１年待ちということもある

んですけれども。 
 （３）医療的ケアを要する障がい児に対する支援としては具体的にどう

いう機関を考えているのか、教えていただけたらと思います。 
 
 まず１点目の居宅訪問型児童発達支援の創設ですけれども、事業所の人

員配置によりまして、どのようなサービスが提供できるかということは異

なってまいります。現在の保育所等訪問支援の場合、専門職を派遣してい

る事業所もあれば、一般の保育士であるとか、障がい児施設での指導経験

を有する指導員の派遣を行っている事業所等様々ございますので、必ずし

も専門職の派遣が全て受けられるということではないと思います。ただ、

事業内容としてはそういうものも含まれると認識しております。 
 それから、医療的ケアを要する障がい児に対する支援ですけれども、連

携促進というのは、何らかの協議の場を設けるなどの方法で、関係する機

関との連携を図っていきたいと思っております。今のところ、障がい者自

立支援協議会が活用できるのではないかと考えております。また、これと

は別に、前回の協議会でご説明しましたけれども、平成３２年度末までに

各市町村で医療的ケアを要する障がい児に対する支援を実施することので

きる児童発達支援事業所、あるいは放課後等デイサービス事業所を確保す

ることがこの基本方針で定められております。これにつきましては、別途

どういった形で市内で確保することができるかというのは、第１期障がい

児福祉計画の中で具体化を図っていきたいと考えております。 
 



審 議 経 過 

- 6 - 
 

会長 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 他にございませんか。 
 
 「４．計画書の構成について」の第３章の「３．計画の推進体制」が設

けられているんですけれども、これはどういった内容を記載するのでしょ

うか。 
 
 計画の推進体制にどのようなことを書き込むかということなんですけれ

ども、今のところ想定していますのは、計画の中で目標も含めて色々な施

策を位置付けていくわけですけれども、それをどのように具体化していく

か、実行していくかということについて、進捗状況の把握であるとか、あ

るいは評価をどのような形でしていくかということを、ここに記載するこ

とを考えております。もう１点は、計画の策定方針のところで、公的なサ

ービスだけではなくて、インフォーマルなサービスも含めて障がいのある

人を支援していく必要性が、今後より高くなっていくというふうに考えて

いるんですけれども、そういったそれぞれの役割分担をここで記載できれ

ばと考えております。 
 
 他にございませんか。 
 
 総合計画と、地域福祉計画の年度を教えてください。その２つの計画と

障がい福祉計画の関係について教えてください。 
 
 総合計画につきましては、前期の５年間の計画が今年が最終の年度にな

っておりまして、来年の平成３０年度から３４年度までの５年間が後期基

本計画の期間となっております。地域福祉計画につきましても、同じ５年

間が計画期間となっておりますので、今年が見直しの年となっております。 
 それぞれの計画との関係ということなんですけれども、最上位に総合計

画がございます。それの福祉分野の実施計画的な位置付けを持っているの

が、地域福祉計画というような関係性にございます。また、地域福祉計画

の下位に障がい福祉分野の分野別の計画として、障がい者福祉計画が位置

付けられているという関係性にございます。 
 
 同時に、総合計画も地域福祉計画も作成されているという状況かと思い

ますけれども、相互に関係があることは明らかだと思うのですが、総合計

画で作っているビジョンが障がい者福祉計画にも影響を与えるというよう

な方向で考えているのか。それともボトムアップ式というか、個別の事情
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を勘案して総合計画が作成されていくというプロセスになっていくのか、

あるいは双方向性を確保しているのか。毎回のことだとは思いますが。 
 
 総合計画の後期基本計画の方が、少し策定スケジュールとしては先行し

ております。基本的には、総合計画に即してそれぞれの分野別計画は作成

されていくものと考えておりますけれども、総合計画は市政全般について

大きな方向性を決めるものでございますので、もちろんそこに全てが盛り

込めるわけではございませんので、概念的なものかと思っております。た

だ、総合計画の中でも、今後５年間で障がい者施策として実施していきた

い内容というのは盛り込んでいく予定ですので、それをより具体化した内

容が、地域福祉計画や障がい者福祉計画に落とし込まれていくと考えてお

ります。 
 
 意見としては、通常のあまり変化のないような計画の推敲ということで

あれば、淡々とそれぞれが持ち場をやっていくということになると思うん

ですね。ところが、今色々な変化が求められている時期の中で、計画も先

取りするようなビジョンが示されていくという、ワークショップというの

はそういうことが意図されていると思うのですが、その場合に、ドラステ

ィックな変化、例えば障がい者福祉計画でも就労支援が随分と重要なポイ

ントとして出てきています。川西市の産業構造とも関連してくると思いま

すが、これは障がい者福祉計画だけではとても手に負えない部分だと思う

わけですね。大きな枠組みに変化を与えるというのは、どのようなプロセ

スを考えればいいのかということについて伺いたいのですが。 
 
 計画の策定そのものは、ほぼ同時並行で進んでおりますので、ご意見に

ありましたような大きい変化を、この障がいの計画の中だけではなくて市

の計画全体に反映していく必要がある場合には、その内容を担当課から総

合計画の担当部署の方に意見を上げていくと。そこでできる限り反映して

いくというようになってまいります。双方の計画である程度時期を合わせ

まして進めてはおりますけれども、やや前後関係は生じておりますので、

ご意見をいただく中で反映できない内容はでてくるかと思います。できる

限り反映してまいります。 
 
 他にございませんか。 
 
 第７次障がい者福祉計画は、平成３０年度から３５年度までの６年間で
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すが、３０年度から施行される法律も組み込まれるのか。法律自体も２月

か３月にならないと詳細なことが出てこない。それを今回の長期の計画に

組み込む難しさを感じるのですが、どうお考えでしょうか。 
 
 ご指摘のとおりでございまして、法改正の内容は今後政令や省令で具体

的なことが決まってきます。それが出てくるのが年末から年明けにかけて

というのが、これまでの通常の例でございます。今回６年に延ばすという

こととの関連ですけれども、３つの計画を一体的に策定するとご説明させ

ていただきましたけれども、個々のサービスの見込量等を定める障がい福

祉計画や障がい児福祉計画は、法令で３年間と期間が決まっておりますの

で、その部分については３年間の見込みをしていくということになります。

障がい福祉計画の２期分が、全体の計画の６年間に相当するというイメー

ジでございます。ただ、先ほどもご指摘のありましたとおり、詳細が判明

するのが年度末ということで、前回もそうだったのですが見込量の算出が

非常に難しいというのは、率直に申し上げてあります。詳細が分からない

ために、見込量が大きくずれてしまうということは想定されますが、必要

に応じて計画期間中でも、あまりにも差が大きい場合には見直しを行って

いくということはできますので、それも含めて考えていきたいと思います。 
 
 他にございませんか。 
 
 共生型サービスの創設で、高齢者と障がい者が同一の事業所でサービス

を受けやすくするということは、障がい者の方が生活介護事業を受けられ

ていて、６５歳以上になっても介護保険ではなく、障がい者の生活介護事

業が受けられるということでしょうか。 
 
 制度としては、障害福祉サービスに相当する介護保険サービスが利用で

きる場合は、介護保険サービスが優先的に適用されるということ自体は変

わりませんので、受けられるサービスは生活介護を利用されていた方であ

れば、基本的には介護保険の通所介護の方に移行するということ自体は変

わりません。ただ、今は障害者総合支援法と介護保険法とでそれぞれ事業

所の指定基準が別々に定められておりますので、別々に指定を受けていら

っしゃるという形になりますので、生活介護の施設は生活介護の指定しか

受けていない。通所介護の事業所は、通所介護の指定しか受けていないと

いうのが通常でございます。従って、６５歳になって介護保険に移行する

と、今まで通っていた施設には通えずに、別の介護保険の施設に通わない
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といけなくなるという問題が生じているというご指摘があったということ

で、その点を改善するということも目的の１つとして、この共生型サービ

スが新たに作られることになったんですけれども、これは１つの事業所が

障がい者の制度と、介護保険の制度と両方の指定を受けることができると

いう内容です。今通っていらっしゃる生活介護の施設が、介護保険法の通

所介護に相当する共生型サービスの指定を受ければ、障がい福祉の指定と

介護保険の指定と両方を同じ事業所が受ければ、６５歳になっても同じ事

業所に通い続けることができるという法改正の内容になります。 
 
 他にございませんか。 
 
 国は、生活介護を６５歳で切らなくても、状況に合わせてそのまま６５

歳以降でも使っても良いという話がありますよね。他市では６５歳以上で

も生活介護を利用しているという現状がある中で、川西市は今後もこの計

画は変えない方向でしょうか。 
 
 国が通知等で示していますのは、一律に移行、優先適用することのない

ようにという内容です。障がいのある人の状況であるとか、施設で受けて

いるサービスの内容によって、引き続き障害福祉サービスの支給が必要な

場合は、障害福祉サービスを支給することができるという内容ですので、

個別の判断になると考えております。その点については、これまでもこれ

からも変わるものではないと考えております。 
 
 個別の状況に応じて相談できると受け止めさせていただいてよろしいで

すか。 
 
 はい。 
 
他にございませんか。今色々なご意見をいただきまして、計画を策定す

る際に総合計画や地域福祉計画、社協の推進計画等さまざまな計画との関

連を考えて作ってもらうということが大切ですので、留意してもらいたい

と思います。 
他にご質疑等もないようですので、１項目めの「『（仮称）川西市障がい 

者福祉計画』の策定について」の協議は以上で終わります。 
次に、２項目めの「『（仮称）川西市障がい者福祉計画』の策定にかかる 
ワークショップの実施について」に移ります。事務局の説明を求めます。 
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協議事項２「（仮称）第７次川西市障がい者福祉計画」の策定にかかるワ

ークショップの実施について、ご説明させていただきます。 
「資料２」をご覧ください。まず、１ページ目のワークショップの主旨

についてご説明させていただきます。 
障がい者福祉計画を策定するにあたり、障がいのある方またはその家族、

障がい者団体、一般市民などさまざまな立場の人の生の意見を計画に反映

できるようワークショップの開催を企画しました。 
 障がい者福祉計画の策定にあたっては、障がいのある人もない人も、分

け隔てなく暮らすことのできるまちづくりを進めていくため、川西市に住

むさまざまな立場の人々が、ともに考え、話し合いながら計画を作りあげ

ていく、協働の考え方が重要となります。 
また、今回の第７次計画では、計画期間が３年間から６年間へ変更とな

るため、より中長期的な視点に立った計画づくりを進める必要があります。 
今回のワークショップでは、「未来の川西市はこうなっていたらいいな」

という障がい者にとっての６年後の川西市のありたい姿、未来像について

話し合っていただき、計画全体の方向性・基本理念を検討していただきた

いと考えております。 
また、ワークショップでは、障がいのある方やそのご家族をはじめ、市

内の障がい者団体、障害福祉サービスを提供している事業者、ボランティ

ア団体、障がい者福祉に関心がある市民などの参加を考えておりますこと

から、この機会を利用して、各活動団体同士、事業者同士の情報交換や、

活動団体や障がいのある当事者、一般参加者との相互交流を図ることも目

的としております。 
「２．ワークショップの位置付け」についてです。 

 今回のワークショップは、アンケート調査で抽出した課題を踏まえて、

計画全体の方向性を検討していただくという位置づけとして考えておりま

す。ワークショップで話し合っていただいたことをもとに、計画全体の方

向性・基本理念を設定し、さらにアンケート調査で抽出した課題へフィー

トバックして、重点的に取り組む「重点施策」を設定したいと思っており

ます。 
「３．実施概要」についてです。 
 ワークショップの開催時期についてですが、計画全体のスケジュール、

素案の作成等を鑑みますと、事務局としましては、ここに書かせていただ

いているように、８月６日（日）に開催したいと考えております。場所は、

市役所７階 大会議室と考えております。参加人数につきましては、全体
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で２０名から２５名程度で、４から５グループに分けて進めたいと考えて

おります。参加対象者につきましては、障がいのある方とその家族、障が

い者団体、障害福祉サービスを提供している事業者、ボランティア団体、

一般市民で、それぞれ４名から５名を募集させていただきたいと考えてお

ります。お話しいただくテーマとしましては、「６年後の川西市の未来像」

とさせていただいております。 
「４．参加者の募集について」ですが、募集チラシは事務局で案を作ら

せていただきました。各障がい者団体や、社会福祉協議会に募集のご協力

をお願いするとともに、各行政センター、市内の障害福祉サービス事業所、

市内障害児通所支援事業所などに募集チラシを設置していただいて、参加

の呼びかけを行う予定としております。また、ホームページへの掲載も予

定しております。募集期間が少し短いということもありまして、委員の皆

様にはお知り合いの中で障がい者福祉に関心がある方がおられましたら、

ぜひご案内いただきますようお願いいたします。また、団体、事業者とし

てご参加いただけるメンバーのご推薦も併せてお願いできればと思ってお

ります。 
以上、「（仮称）第７次川西市障がい者福祉計画」策定にかかるワークシ

ョップの実施について説明を終わらせていただきます。よろしくご協議の

ほどお願いいたします。 
 
説明は終わりました。事務局の説明について、ご意見、ご質疑がござい

ましたらお願いします。 
 
この大きなテーマで、２時間で２５人を集めてというのはとても無理が

あると思います。おそらく主旨を説明して、一言ずつ何かテーマを与えて

発言をしたら、それで終わってしまうくらいの感じですよね。通常こうい

う２時間であれば導入で、あと３日とか４日とかを本編に繋げていくとい

うやり方をするのが良いのではないかと思うのですが、日程のこととか忙

しい中でやることなので、そこまではいかないかなとは思うのですが。そ

の辺りの２時間でやるということの工夫というか、ちゃんとした議論にな

る、しかも６年後の川西市の未来像でしょう、こういう話になるための仕

掛けをどういうふうにされるかということについて、お聞かせいただけま

すか。 

 

テーマがかなり大きいですので、ご指摘のとおり正直心配しているとこ

ろはありまして、集まっていただいたみなさんにご提示する資料を相当工
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夫しないといけないなというのは率直に感じています。例えば、１回目は

情報共有、２回目に話をしていただくというようなやり方も考えられると

は思いますので、やはりそうしないと実のあるものにならないというご指

摘であれば、実施方法を再検討するということも含めて考えさせていただ

きたいと思っております。ただ、ご指摘のとおり、最初のファシリテータ

ー側からの情報提供の仕方というのが、限られた時間内で目的を達成する

ためには相当大切だということは十分認識しております。 

 

考えていただくしかないとは思いますが、短時間であればある程、ファ

シリテーションが非常に重要になってきます。話を出していただきたい内

容のイメージというのは、例えばどういうことなんでしょうか。 

 

これまでの障がい者計画でもそういう位置づけをしていたんですけれど

も、「障がいのあるなしに関わらず住みやすいまち」というのが目指す形だ

ろうと。そのためにどういったことが必要か、ということが協議の材料に

なるのではないかというイメージは持っております。その中で、計画の最

終年度にはどういうふうになっていれば良いのか、ということに話し合い

が展開していけばこの基本理念に繋がっていくのかなというイメージなん

ですけれども、あくまでもイメージですので、もしこのような情報提供が

良いのではないかといったご指摘があれば、教えていただければありがた

いと思っております。 

 

おそらく障がいのある方たちでここに来ようという方達は、なんらかの

個別具体的な課題とか要求を持ってこられる可能性が高いと思います。そ

の要求を一つずつ聞き出していくということに焦点があるのであれば、ワ

ークショップという言葉を使うのが良いのかどうか分かりませんが、短時

間でそれなりの話は聞けると思います。それを総合したところで、６年後

の川西の未来像という話には多分ならないでしょう。例えば川西能勢口の

駅前に立ってみて、どういう風にしたらこの町がもっと住みやすくなった

りとか、好きになったりするかという話をするなど、そういう共通のイン

パクトの強いテーマが与えられた時に初めて未来像が語られていく気がし

ます。申し上げているのは、個別具体的な話をすれば良いとお考えなのか、

又は、もっと高所に立った未来像のところに話を持っていくような工夫を

されるのかというところだと思いますが、どうでしょうか。 

 

個別具体的な課題をおっしゃっていただくということも当初は考えたの
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ですが、どのようなことに日常の社会生活で困難を持っていらっしゃるか

というのは本当に様々だと思っております。そういった中で、限られた出

席者の個別具体的な困難な状況を聞き取るだけで、計画全体の例えば現状

把握みたいな形にしてしまうのは少し乱暴なのかなという思いも一方には

あります。そういう形ではなく、障がいのある方だけではなく、障がいの

ある人と関わりを持っている人や、今まであまり関わりのなかった人も含

めていろんな方が一堂に会することで、この町の将来の姿をみんなでイメ

ージしていただく方が計画に役立てるという意味では有益かなという発想

がありまして、今回のテーマ設定をさせていただいたところです。これは

あくまでも事務局としての案ですので、皆さまからこんな風なテーマで話

した方がよい、というようなご意見がありましたら見直しはいくらでもで

きますので、ご意見をいただければと思います。 

 

川西市の障がいのある人たち皆が主体的に考えていくテーマというのが

何かあるはずですが、テーマをどういう形で出していくのか。本来だった

らそこに集まった人達が、自らテーマを作っていくというのが良いやり方

と言われていますけれども、時間的に難しいようであれば、テーマという

のは、いろいろな個別具体的なことも全部集約されたような大きなテーマ

ということなんですけどね、そういうようなテーマをこの委員会の中で出

していく。どういうテーマを提供したら、みんなが参加して自分なりの意

見を述べ合うことができるのかということを、川西にお住まいの方達がご

自身でやっていくような仕掛けを一つ組み込んだ方がよいのではないかと

感じました。 

 

ワークショップの位置付けのところで、アンケートを事前に実施される

んですね。具体的なアンケートの項目を知りたいのが一つなんですけれど

も。先週、保護者を対象にワークショップをやったんです。テーマは具体

的に「車いすで出かける」というテーマで、その為に必要な施設であった

りとか支援であるとか、具体的な意見交流だけでも２時間以上かかったん

です。こういう漠然とした抽象的なテーマだったら、委員が言われるよう

に時間が相当かかるのではないかと、まして結論など出てこないのではな

いか、意見交流だけで終わってしまうことが危惧されるかなと思います。 

 

他にございませんか。 

 

今回の第７次障がい者福祉計画に、第１期障がい児福祉計画が入るとな
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っているんですけれども、参加対象者に児童は含まれていますか。対象者

が全て「者」となっているんですけれども。 

 

子どもは対象外というイメージではございません。お子さんと保護者の

方が一緒に参加していただくということも含めて考えております。 

 

これだと発達障がいの方が意見を言う場として参加しにくいかなと思う

のですが、発達障がいの方はまた別にこのような機会は設けられるのか、

それはやはり時間的に難しいということになるのか。 

 

どういうグループ分けで実施するか、やり方は色々あると思いますが、

６年前の計画策定の時のワークショップは、各障がい種別毎に実施したと

いうように聞いております。身体障がいと、知的障がいと、精神障がいの

３区分で別々の日に実施したと聞いております。そういうやり方もあると

思いますし、ただ、発達障がいだけを別枠でとなると、他の障がいとの兼

ね合いはどうかという話も出てきますので、今回は全部を合わせてという

考えです。 

 

障がい者の方に寄り添って、個人の個性を生かすようなプロジェクト、

個性を語るとか、そういったような内容で集ったら楽しいお話ができるの

ではないかと思いますが。 

 

本当に２時間で可能なのでしょうか。時間が足らないのでは。 

 

ワークショップの概要、今のところ考えている方向性としましては、前

半の時間でアンケート結果や川西市の現状といったところをお示しいたし

ます。そのうえで、実際にグループワークに入っていただくわけですが、

前半と後半に分けておりまして、前半で課題出し、参加された方々が普段

の生活で困っていることを付箋に書いていただいて、模造紙に貼りつけて

いただきます。貼り付けた意見につきましては、グループ分けを行って、

そのグループの方々がどのようなことで困っているのか可視化します。そ

のうえで、こういった課題に対してどうしていけば良い地域になるのかな、

というところの意見を出していただいて、最終的にそれを総合した形が「６

年後の川西市の未来像」といった流れを想定しています。 

 さすがに今回のワークショップ１回だけで、がっちり固まるとは考えて

おりませんでして、一意見としていただいて、ワークショップの中でいた
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だいた意見をこちらで収集して、それを参考にしながら未来像を考えてい

くということを想定しております。 

 

 今説明してもらったように、コーディネーターの人がこのような方向性

でやっていきたいというのは分かりましたが、１回の時間ではかなり難し

い。反対に、ワークショップをやって不満だけが残るということがあるん

ですね。言うのは言うが、結論が何も出ずに不満だけが残ってしまって終

わるのであれば、意味がなくなってしまうから。その辺りのことを考えて、

これからどうするかというのが大変に難しい。私もワークショップに色々

なところで参加させてもらっていますが、２回か３回やって結論を出して

きてやっているので、１回で結論までは難しいのでは。時間的な問題や場

所の問題もあると思いますが、その辺りの難しさをもう一度考える必要が

ある。 

 

地域でも、福祉ネットワーク会議や福祉委員さんがワークショップをさ

れていて２回程参加しましたが、やはり２時間では終わらないですね。 

 

３回４回と連続開催することが理想的とは考えておりますけれども、同

じメンバーで日程を合わせて、それだけの回数を来ていただくということ

も難しい面があります。今回２時間では難しいというご意見を多くいただ

いておりますので、３時間に延ばすか、あるいは２時間で２回にするかと

いったところで、集約いただければその方向で調整していきたいと考えて

おりますが、いかがでしょうか。 

 

１回でやったら時間的に難しい、またコーディネーターに誘導されてし

まうおそれがある。結論ありきで、その方向性に誘導されるという危険性

があります。そういうことのないようにと思ったら、１回あるいは２回や

っていかないと、市の考えていることが優先になってしまうから。やるの

であれば皆さんの意見を聞くのが大事ですから、そういうことで言うと１

回では難しいかなと。 

 

ご説明を伺って不安に思ったのが、最初はオープンクエスチョンで何で

も言いたいことを言ってくださいというところからグルーピングしていっ

て。計画を作っていくうえで、そういう辺り、当たり前かと思うところも

ありますが、限られた時間でやる、しかも計画を本格的に協議するのはこ

の場所ですよね。その題材を提供していただくという位置付けなわけです
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から、もう少しあらかじめポイントを絞る方が良いのではないかと思いま

す。ポイントが何かという点については、しっかり議論するべきだと思い

ます。アンケート調査の結果なども見ながら、この場でその話をするとい

うのは時期的なところでありますでしょうか。それとも、その会議なくワ

ークショップという流れになりますでしょうか。 

 

 今のところ想定では、次回の会議は９月の中頃を考えておりまして、そ

の時には計画の素案、ほぼ冊子になった形のものをご提示するようなイメ

ージでスケジュール的には考えておりましたけれども、今回様々なご意見

をいただいておりますので、ワークショップをするまでにもう一度会議を

設定するということは可能でございます。日程的にはかなり早い時期に行

わなければ後ろの予定もございますので、早急に日程調整を行う必要があ

りますけれども。 
 
このワークショップの件について、他にありませんでしょうか。 
他にご質疑等もございませんので、２項目めの「『（仮称）川西市障がい 
者福祉計画』の策定にかかるワークショップの実施について」の協議は以

上で終わらせていただきます。 
以上で、本日の協議事項はすべて終わりました。次に、会議次第の３「そ

の他」ですが、事務局から事務連絡をお願いいたします。 

 

次回の会議ですが、ワークショップ前にワークショップでお話しいただ 
くテーマを、この協議会でお話し合いいただくということでございました

ら、日程調整をさせていただきますので、おそらく７月中にもう一回とい

うことになると思いますが、その会議を行うかどうかをお諮りいただけま

すでしょうか。 
 
 今説明のありましたように、ワークショップがあるまでにもう一度協議

会を開いていただければということですが、皆さんいかがですか。 
 
 このスケジュールは後ろに延ばせないんですか。 
 
 前回お配りしたスケジュールは、そうでなければならないと固まってい

るわけではありませんが、そうは言いましてもパブリックコメントを 11
月に予定しておりまして、この辺りはあまり大きく動かせないというのが

正直なところです。他の計画との調整も図っていく必要がありまして、議
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会の方で議員の皆さんのご意見を聞く必要もありますので、そういった部

分ではタイトであることは確かです。全然変えられないわけではありませ

んが、２、３か月後ろにということは難しいということでございます。 
 
 どのくらいの余裕が見込まれているのかということを聞きたかっただけ

です。少なくともワークショップをするのであれば２回くらいは最低必要

だなと、現状の認識とか問題、課題。 
 
 そのワークショップに向けて、この協議会を開いてもらってテーマや課

題を聞くということですが、もう一度開くかどうか。 
 
 会議の場でお話しいただくか、後日こちらからテーマ等のご意見をいた

だく用紙をお送りして、そちらにご記入いただいてお返しをいただくとい

う方法も可能と考えております。 
 
 アンケート結果をもう少し分かりやすいものを用意してもらわないと、

重複してしまう可能性もあるから。 
 
 面白い企画ではあると思いますが、各界の代表のような方が来られます

から、いつも市の方に陳情したり話し合いをしているような各界の希望を

持っておられると思います。それぞれの団体の抱える問題を発言するでし

ょうし、福祉関係の事業者は利用者のことを発表するでしょうし、ボラン

ティアはボランティアの抱える問題を話しているうちに、２時間はあっと

いう間に過ぎてしまって、結局各界の発表を聞いておしまいになると思い

ますね。３時間も４時間もやるとだらけてしまって、中には居眠りする人

もいるかもしれないし、これもまた難しい。時間さえ延ばせばいいという

ものではないから。最初は各界の意見ぐらいしか出ないだろうというくら

いに考えを持たれて、２回３回と会は必要だと思います。これ１回で６年

後の川西市の未来像なんて、漠然としていて何を話したらいいかわからな

い。やはり何回かは開いてもらわないといけない。その中で市に対する厳

しい意見も出るだろうと、覚悟して開いて欲しいと思います。 
 
 皆さんのご意見を聞いていて、日程調整は難しいであろうと。会長、副

会長に任せていただいて、事務局と調整してもらって皆さんに連絡すると。

協議会を開くのか、書類でやってもらうのかは事務局と話し合って進めて

いきたいと思いますので、それでよろしいでしょうか。 
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会長 

 
（「異議なし」の声あり） 

 
それでは、そのようにさせていただきます。 
以上で、本日予定しておりました議事は、すべて終了しました。 
これをもちまして、平成２９年度第２回川西市障害者施策推進協議会を

閉会いたします。 
どうも、ご苦労さまでした。 

 
 

閉 会（午後３時１０分） 

 


